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講師インタビュー : 自分の人生を諦めなくてよい社会をつくる人
今回は、株式会社ワーク＆ケアバラン
ス研究所の和氣美枝さんにお話をお聞
きしました。

1. 現在のお仕事や活動について

はじめまして。株式会社ワーク＆ケアバ
ランス研究所の和氣美枝と申します。

現在は「仕事と介護の両立支援」「介
護離職防止」をテーマに、企業や団体
に向けてサービスを提供しています。

研修の実施だけでなく、個別相談への
対応、支援ツールの作成、制度導入に
向けたコンサルテーションまで、総合
的な支援を行っています。

2. 提供している研修内容について

研修は「仕事と介護の両立」を軸にし
ながら、対象者ごとに内容を変えてい
ます。

経営者や人事向けには、なぜ会社とし
て取り組む必要があるのか、どのような
制度設計が必要かといった根本的な部
分からお伝えしています。

一般従業員向けには基礎知識を、管理職向け
には部下に介護が発生した際の対応方法や事
業主の義務などを、実務に即してお伝えして
います。 

3. どのような企業から相談が多いか

ご依頼いただく業種・業態は非常に幅広く、
特定の業界に偏っているわけではありません。

活動を始めて 10 年になりますが、当初はこの
分野に取り組む企業自体が少なかったこともあ
り、さまざまな現場に関わってきました。

その中でも比較的多いのは、1,000 人以上の
規模を持つ企業です。将来の大きな課題に備
え、リスク管理やダイバーシティ経営の観点か
ら取り組もうとする企業が増えていると感じて
います。

4. 企業で仕事と介護の両立支援を進める上で
の課題感
2024 年の育児・介護休業法改正により、
2025 年 4 月から事業主の義務が始まっていま
すが、そのこと自体をまだ十分に知らない企
業も少なくありません。目の前に介護中の従
業員がいないと課題として認識されにくく、対
応が後回しになってしまう傾向があります。
（裏面へつづく）

Jul,3,2026

3
FRI7

『１秒で突破する覚悟』出版記念
セミナー～「いま、この瞬間」を
生き抜く言葉５５～

本書では、「受け身で生きるのか、自ら取りに行
くのか」という視点を軸に、挑戦する姿勢、行
動することの大切さ、縁と運が集まる人とは、そ
して人生のハンドルを自ら握る覚悟について、実
体験を交えながら語られています。

今回の出版記念セミナーでは、本書の内容はも
ちろん、本に書ききることのできなかった部分ま
でご本人の口からお話をお聞きすることができる
貴重な機会です。

詳細はこちらです。　
https://entrelabo.co.jp/public
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しかし、介護は突然起こるものであり、気づ
いた時には重要な人材が離職していたとい
う事態にもつながります。まずは経営者や人
事担当者が、この課題を自分ごととして学ぶ
ことが重要だと考えています。

5. この事業を始めたきっかけ
当社ではもともと、介護者支援、いわゆるケ
アラー支援を事業として行ってきました。そ
の一環として、企業に対して「介護離職ゼロ」
「仕事と介護の両立支援」を提供しています。

私自身、母の介護を 20 年間経験しており、
当時は何が分からないのかすら分からない
状態で大変苦労しました。

その経験から、知っていれば使える情報を必
要な人に届けることの大切さを痛感し、まず
は研修事業からスタートしました。 

6. この取り組みを通じて目指していること

最終的に目指しているのは、ケアラーが自分
の人生を諦めなくてよい社会をつくることで
す。

仕事と介護の両立に直面した時に、「辞める
しかない」と思い込まず、別の選択肢があ
ることを知ってほしいと考えています。

その手前の支援として企業に両立支援を導
入することで、労働力不足の解消や離職防
止、さらには採用時の企業価値向上にもつ
なげていきたいと思っています。 

7. 研修プログラムの特徴やこだわり

当社の研修でよく言っていただけるのは、「と
ても分かりやすい」という点です。

専門用語が必要な場面でも、できる限り難
しい言葉を使わず、受講者の目線で伝えるこ
とを大切にしています。

単に知識を伝えるだけでなく、受講後に「地
域包括支援センターを調べてみた」「親と話
し合ってみた」といった具体的な行動変容
が起こることを重視して、プログラムを設計
しています。 

8. 今後の活動とメッセージ

ワーク＆ケアバランス研究所は、会社を大き
くすること自体を目的にはしていません。

ケアラー支援を社会に広め、将来的には「ケ
アラー支援基本法」のような仕組みづくりに
も関わっていきたいと考えています。

今後ますます家族の介護に直面する人は増
えていきますので、特に中小企業の経営者
には早めに課題意識を持っていただきたい
です。

公開講座なども予定していますので、ぜひ
一度足を運んでいただければと思います。

和氣さんの研修メニューは以下にございま
す。

https://x.gd/nUzWw

企業における仕事と介護の両立支援の標準化研修体験セミナー実施報告　実施報告

先日、「企業における仕事と介護の両立支援の標準化研修 体験セミナー」を開催いたしまし
た。講師には、株式会社ワーク＆ケアバランス研究所 代表取締役であり、一般社団法人介
護離職防止対策促進機構（KABS）代表理事の和氣美恵氏をお迎えし、“介護離職を防ぐた
めの仕組みづくり” についてご講演いただきました。

セミナーでは、人材不足が加速する中で、「仕事と介護の両立支援」は福利厚生ではなく、“人
的資本経営の重要戦略” として捉える必要があることが共有されました。特に、「担当者が
変わるたびに一からやり直している」「制度はあるが活用されていない」といった企業の課
題に対し、属人的な対応ではなく、誰が対応しても機能する “標準化された仕組み” の重
要性について解説いただきました。、現場で再現性高く運用するための具体策も紹介され、
経営者・人事担当者それぞれの立場で実務に落とし込むヒントを得る機会となりました。

セミナー実施報告

【コラム執筆】

人と人、人とコトの仲をつなぐ

仲津定宏

和氣さんの研修・セミナーは、ご自身の体験に基づく、具体的なものが多く、
そしてその裏にはケアラーの人たちが自分の人生を、自分らしく歩めるような
社会を作りたい。そんな熱い想いがあります。

その想いが講義の中にも随所に表れているのが特徴だと思います。
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